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園 と家庭 との 連携
　　

一
個人的なかかわ りを中心 に

一

　　　　 高月教恵　藤井伊津子

（新見公 立短期大学） （順正短期大学）

は じ め に

　筆者は、先 の 研究
1）

で 、

“
好 きな遊び を して い る

”
3

歳児と 5歳児 の 行動観察記録 を中心 に、子 どもの 主体

性 の育ち と教師の か か わ りに つ い て 考察 した結果、子

ど もの 主体性の育ちは
“

自己充実
”

と
“

友達 に 自分自

身が認 め られ た こ と
”

が大 きな き っ か け に な っ て い る

こ とが 明 らか に な っ た。子 ども の 主体性 の 育ちへ の 教

師 の かかわ りとして は、
“
環境構 成

”

と
“

子 どもとい っ

し ょ に遊ぶ
”

とい うこ とを通 して 教師自身が幼児の 生

活を誘導する こ とが大 きなポイ ン トに な ると考えられ

る。さらに、4 歳児 の 行動観察記 録 と園 と家庭 との 個

人的 な か か わ りの 記録 を 中心 に 、子 どもの 主体性の 育

ち と園 と家庭 との 個人的なか か わ りに つ い て 考察 した

結果
2 ）・

母親 と教師が話 し合 い や連 絡帳や電話 で 個人

的 に か か わ る こ と に よ っ て 、教師 は 母 親 を理 解 し母親

に 子 ど もの 様子 を伝 え、そ の こ とに よ っ て 教師 と母親

の 信頼関係は深ま り、母親 の 子 どもを見直す態度が育

っ て い っ た と言 え よ う。そ して そ の こ とは、子 どもの

主体性の 育ちに大きな影響 を与 え た と考え られ る 。

　本稿で は、M 園 の 4 歳児 E 男 と 4 歳児 T 男の 園と

家庭と の
一

年間の 個人的な か か わ りの 記録 を 中心 に、

個人的なか か わ り方 に つ い て 考察す る。

1 ．　 研究の 目的 と方法

（1 ）研究の 目的　　担任教師の 園と家庭 との 個人的

なか か わ りの 記録を 中心 に 、個人的なかか わ りが 具体

的 に ど の よ うに な され て い る か 考 察す る。

（2 ）研究の 方法

  場所　倉敷市 M 幼稚園 （3 歳児 3 ク ラス 51 名、4 歳児 2 ク

ラス 57 名．5歳 児 2 ク ラ ス 58名 、教職 員数 10 名 ）

  対象　4歳児 E 男 （H7 年 4 月 23 日生 ） と保 護者 、

4 歳児 T 男 （H7 年 6 月 20 日生） と保護者

  記録者 担任   記録期 間 H12 年 4 月
〜Hl3 年 3 月

  記録内容　園と家庭 との 個人的な か か わ り

  記 録整理 の 方法 　2 週聞 ご とに筆者を含む M 園 の 全

教師 で 研究会を もち、担任 か ら出 された子 どもの 行動

観察記録や保護者 と の 個人的 なか か わ りの 記録 に つ い

て 話 し合 い を し、園 と家庭 との個人的なかかわ りにつ

い て 整理す る。

2　 結果 と考察

　本研究で の 個人的な か か わ り は 、話 し合 い
・連絡帳 ・

電話があげ られ る 。 個人的な話 し合 い は 登降園の 送迎

の 時 に 立ち話 と して 行われ て お り、園行事 と して は、

4月 の 家庭訪問と 12 月 の 個人懇談で ある。個人的な話

し合い が 登 降園め送迎 の 時 に 立 ち話と し て行われ て い

る の は、M 園に は ス ク
ー

ル バ ス が なく徒歩や車 で の 送

迎の 形態を と っ て い るた め と考え られる v

1） 4 歳児 E 男の場合

　E 男は 、父 ・母 ・妹 ・本人 の 4 人家族 で あ り、幼稚

園に隣接 して い る団地 に住ん で い る。母親が仕事 を し

て い るため、預 か り保育は ほ ぼ毎 日 で ある。E 男は 3

年保育の 年 中児 で ある。進級 当初 の E 男 は、泣 きなが

ら登園し、母親となかなか離れ られ ない
。 園で は

一
人

で 遊ぶ こ とが 多 く、友達 とか か わ っ て 遊 ぶ こ とは な い 。

　個人的なか か わ り （表 1 参照） をみ る と、個人的な

話 し合 い は、5 月
・11 月

・2 月以外 の す べ て の 月（夏休み

の 8H を除く〉にみ られ る。個人的な話 し合 い は、担任

と母親 が 主で あるが 、4 月 に は園長 か ら母親、3 月 に

は祖母 か ら担任 の かかわ りが み られ る。担任 か らの か

か わ りは 、6 月・7 月 ・9 月 ・10 月・1月（5 月
・11 月

・2 月

以 外 の す べ て の 月）に み られ る が、母親 か らの か か わ

りは 4 月 ・1 月・3 月 の み で あ る。 母親か らの かかわ り

の 内容に つ い て は、4 月 は泣 きなが ら登園す る E 男を

送 っ て 来 て 「こ の 子 、幼稚園 が 嫌 い なん で す 」と E 男 の

様子 を担任に説明する 内容 で あ り、 1月は年頭 の 挨拶

で あ り、3 月は E 男 の 降園後 （終業式 の 口は 仕事で 迎

えがで きなか っ たため）わ ざわ ざ園 に来て担任に感謝

の言葉をかけるためであ る。そ し て 3A の 祖母か らの

かかわ りは、春休み の 預 か り保 育の 迎えの 時 に担任 へ

の 感謝 の 内容 で あ る。園 か らの か か わ りの 内容に つ い

て は、4 月 は E 男 と母親の 登 園 の 様子 を見 て 園長 が 「E

男ちゃ ん の 気持ちを受け止 め て あげて 下 さい 」 と母親

に子 どもの 心 を読み取る こ とに っ い て で あ り、担任 か

らの か か わ りは、6 月 ・9 月 は E 男 の 園で の 育 ちの 様

子 を 知 らせ る 内容 で あ り、7 月は園 で E 男 が 喜 ん で 母

親 の こ とを話 した内容 で あ り 10 月は預 か り保育の 迎

え の 時に偶然出会 っ た E 男 が 持 っ て い る コ オ ロ ギに つ

い て E 男 と母親 とに かかわ っ た内容 で あ り、 1 刀 は学

級懇談（母親欠席）後友達 が 親 と降園する様子 を見て E
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表 】　 個 人的 なか か わ り 男が涙ぐん だ様 子を知 らせ る

家庭 E 男 T 男 内容で あ る。園行事 の 個人 的
月 なか か わ りの 内容 に つ い て は

4
　 ⇔ ●

○ ⇔

（園 長 ）

　 ⇔ ●

○ 〈⇒

4 月 の 家庭訪 問 で 母親 は E 男
’
を 心 配 し て い る こ とを話 し、

家庭訪 問
家 庭訪 問 担任は母親 の 子育て の 不安を

5 ☆⇔ ☆ ⇔ 理解し て い る 。 12 月 の個人懇

6 ☆ ←冫 ○ 帶 談 で は 母親 は E 男 の 育ちを喜

0 ←〉 ○ ←》 び教師か らの 連絡帳に感謝 し

☆ ⇔

○ ⇔
担任 は母親の気持ちを理解 し

○ 〈⇒
て い る 。

☆ →
連絡帳は個人的な話 し合 い

7 ○ ⇔ の 少な い 時（4 月 ・9 月 ・12 月 以

○⇔ ○⇔ 外）に 、担任 が 子 どもの 様 子 を

9 ☆ → O ⇔ 知 らせ るた め に利用 され て い

○ ⇔
る。担任 か らの 連絡帳 に 進級

☆ →

○ ⇔
の 最初 の 頃（4 月 ・5 月）に は 母

○ ⇔ 親は返事 を書い て い る が、7

○ ⇔ 月 以 降は 家庭 か ら の 返 事 は な

☆ ⇔ い
。 し か し 2 月 の個人懇談 で

☆ 一→ ⇔ ● の話 し合 い で担任は連絡帳に
10 ○⇔ ○ ⇔

☆ →

感謝 して い る母親の 気持 ちを

☆一〉 ☆ →
理解 して い る。 そ し て 4 月 ・

1 ユ ☆ → 0 ⇔
5 月 以 外 は 連絡帳を書か な か

○ 骨 っ た母親が終業式 の 日に は E
個 人懇 談 ☆ ←〉 男 の成長の喜び と担任 へ の感

12 ○ ⇔
謝 の 気持ち とこれ か ら の E 男

☆
一

ラ

個 人懇 談
へ の 願い を連絡帳に書い て い

○〈⇒ る 。 こ の こ とか ら担任の
一

方

通 行 に思え る連絡帳 で はあ る
←
一・
脆L冖 ○ ⇔ が 、母親にとっ て も重要な意

1 　 ⇔ ●

○ ⇔

☆ →

☆ →

味 を持 っ て い る と考 えられ る。

☆ →
電 話は、欠席の 連絡の た め に

☆ 一
→ ○ ⇔

一
度利用され て い る。

2 ☆ → ☆ 帶 2 ） 4 歳児 T 男の 場合

☆
一
→ ☆ ⇔ T 男は、父 ・

母 弟・
本人 の 4 人

3 ☆ ⇔
家族 であ り、幼稚園 の 近 くの

〈⇒●

⇔ ●
団地に住ん で い る。母親 は 専

（祖 母 ）
業主婦 で あ る 。 T 男 は 3年保

〔注］ 育 の 年 中児 で ある。進級 当初

話 し合い
…

○ 〔園 か ら）● （家 庭 か ら
の T 男は、登園時母親 の 後 に

連纏 …☆ （園 か ら）★ （家庭 ヵ・ら）隠れ て なかなか保育室 に入 ろ

電 話 ．＿．M 園 か ら ）珂 家庭 ヵ、ら〉
うとせず時間がか か り、園 で

　 ⇔ （相 互連 繃 、→
（
一

方連絡
は 常に担任 の 後を追い 傍 に い

　　　 　　　　　　　　 よ うとす る。担任 が 誘 うと
一

緒に遊びに参加する が 、担任が い ない と友達 の して い

　る こ とを じっ と見 て い る。

　　個人的な か か わ り（表 1 参照）を み る と、個人的な話

し 合 い は、5A ・7fi 　・3A 以外 の す べ て の 月 （夏休み の

8 月 は 除 く）に み られ る。個 人 的 な話 し合 い は 、主 に担

任 と母親で行われ て い る が、10月 に は 父親 の か か わ り

もみ られ る。。教師 か らの か か わ りは 、 5 月 ・7 月
・3 月

以外 のすべ て の 月 にみ られ る。母親か らの か か わ りは

4 月 と 10 月 の み で あ る。4 月 は 始 業式 の 迎え の 時 に T
男 の園で の 様子 を担任に 聞く内容 で あ り 、 10 月 は 運動

会後父親 と母親か らの御礼の挨拶 で あ る。担任か らの

か か わ りは 、4 月 は T 男 が家 で 園 の こ とを ど の よ うに

言 っ て い る か を聞 く内容で あ り、6 月 ・9 月
・10 月

・12
月 ・1 月

・2A は T 男 の 園で の 育ち の 様 子 を知 らせ る内

容で あり、6 月
・11月 ・12月 は T 男 の 調子 が よ くない の

で 母親 に家で の 様 子 や 理 由に つ い て 聞 く 内容で ある。

園行事 の 個人的な か か わ りの 内容に つ い て は 、4 月 の

家庭訪 問 で 担任 は 園で の T 男 の 様子を話 し、母親 は T
男 が 奇声を発する こ とが 気 に な っ て い る こ とを話す．
12 月 の 個人懇談で は 、最近調 子が悪 い T 男 の 様 子 に っ

い て の話し合い や T 男 の 育ちに つ い て 喜び合 う内容や

T 男の奇声は嬉 しい こ とや悲し い こ との 表現で あると

考え られる の で はとい う内容 で ある。

　 連 絡帳 は 、 4 月 ・7 月以外 の す べ て の 月 に 担任 が 子 ど

もの 様 子 を知 らせ る た め に 利用 され て い る。7 月 以 外

は、個人的な話 し合い の 少 ない 時 に 利 用 され て い る 。

担任 か らの 連絡帳に、6A ・9 月（下旬）
・12 月（上 旬）

・2

月
・3 月 に は 母親は 返 事を書い て い る が、5 月 ・9 月 （上

旬）
・10 月 ・11月 ・12月・1 月 は 母親か らの 返 事 は な い 。

母親が返事を書い て い る内容 をみ る と、6 月
・9 月（下

旬）
・2 月 は 、担任か らの 問 い か けに応 え る 内容 で あ り、

12 月 （上旬）は T 男 の 体調が悪 い た め に担任 が 園 で の 様

子 を知 らせ、母親は 応 え て家庭で の 様子 を知 らせ て い

る。3 月は
一一

年間を振 り返 っ て の 担任 か らの 内容 に T

男 の 成長 を喜び 担任 へ の 感謝 の 気持 ちを書い て い る。

しか し担任が T 男の園で の 育ちの 様 子を知 らせ て い る

内容の 時 に は、母親か らの 返事は ない
。

　電話は 一一度も利用 され て い ない
。

　 以 上 の こ とか ら、E 男 の 場合 も T 男 の場合 も、個人

的な か か わ りは 担任か ら母親が 主 で あ り、園 の 行 事 と

し て の 家庭訪問や個人懇談 の 話 し合 い や送迎時 の 話 し

合 いや連絡帳は、個人的なか か わ りにお い て 、相互 に

関連 しなが ら重要な意味を持 っ て い る と言 え よ う。
1） 高月 教恵他 子 ど もの 主 体性 と教 師の か か わ り（2）新 見 公 立 短大 紀 要

第 19 巻　2）高月教恵：子 どもの 主 体性 と教師 の か かわ り（4 ）紀要 第 22
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